
第１学年国語科指導案

日 時 平成２１年１１月２５日(水)

場 所 １年Ａ組教室

学 級 １年Ａ組(男子１６名 女子１１名 計２７名)

授業者 教諭 山 内 薫

１ 単元名 真実を語る

教材名 「未来をひらく微生物」 大島泰郎(光村図書１年)

２ 単元について

(１) 生徒の実態

本学級の生徒は，概ね明るく元気であるが，学習能力はあまり高いとは言えない。又，言動に

幼さが見られる生徒もおり，学習面でも個別指導を必要とする。

今年度の標準学力検査の結果を領域別に見ると，「話す・聞く」は７２.２(市は７５.８)「書く」

は，７５.６(市は８３.１)，「読む」は７２.０(市は７４.４)，「言語事項」は６３.９(市は７４.

３)である。さらに，「説明文の内容の読みとり」は，７４.８(市は７７.２)で，いずれの項目に

おいても下回っている。

意欲を含め，基礎的な力が身に付いていない生徒も多く，知識の確実な習得を行わなければな

らない。又，生徒個々の力にもかなりの差があるため，個別指導が必要だと思われる。

国語が好きな生徒はあまり多くないが，学習が必要だとは思っているので，その気持ちを生か

しながら指導していきたい。

(２) 教材観

１学期には，「ちょっと立ち止まって」「クジラたちの声」の二つの説明的文章を学習した。キ

ーワードや指示語，接続語等に注目しながら読むことの指導を行った。

本教材は，普段その存在を気にすることのない「微生物」について，その働きと，それがもた

らす環境改善への大きな可能性を述べ，生命への新しい視点をひらかせる内容となっている。９

世紀半ば以降の急速な科学技術の発達が，地球と人類に大きな危機をもたらしたと言われる。し

かし，一方では，その状況を改善するための方法も科学技術は提示しつつある。「未来をひらく

微生物」は，環境を汚染しない製品の開発や，汚染された環境を元にもどす方法における微生物

の活躍をわかりやすく説いている。さらに，抽象的になりがちな内容に具体例を対比的に取りあ

げるなど，工夫された表現になっている。

(３) 指導観

本教材は，これまでに学習した説明的文章と比べて，質・量共にレベルアップしたものになっ

ている。キーワードや指示語，接続語等に注意しながら文章構成を掴ませたい。又，例示の仕方

等，事実を正確に分かりやすく伝えようとする工夫を読み取らせたい。又，努力を要する生徒も，

興味を持って取り組めるように，学習の方法を工夫したい。



３ 単元の目標

単元の指導目標 単元の評価規準

・事実と意見の違いを読みとり，文章の構成や展 関心・意欲・態度(意欲態度)

開に気をつけて，内容を理解することができる。

・微生物と環境に対する筆者の見方や考え方に

・微生物と環境に対する筆者のものの見方や考 ふれ，意欲的に感想を書こうとしている。

え方を理解することができる。

読むこと(知識・理解の習得・活用)

・段落の役割に着目し，文章の構成や展開を正し

くとらえることができる。 ・接続語や指示語を抜き出し，その役割を指摘

する。・読み手に配慮した文章の工夫(例示

・科学用語や漢語等，多様な語句について理解す の仕方など) を指摘する。・段落の役割に着

ることができる。 目し，導入・本文・まとめ等の働きについて

読み分けている。

言語事項(知識・技能の習得)

・文章の重要な語句の意味を調べ，具体例を

付け足して説明している。

４ 指導計画

時 学習内容 本時の目標 評価規準 言語活動

１ 「未来をひらく微 ・教材を通読し，内容 ・「未来をひらく微生物」 ・「未来をひらく微

生物」を読んで， に関心を持ち，感想 を読み，初発の感想を持 生物」を読み，初

一読後の感想を持 をまとめることがで とうとしている。 発の感想を持

つ。 きる。 【学習に取り組む意欲・ つ。

・新出漢字や注意する 態度】(関心・意欲・態 【記録】

語句の意味を確認で 度)

きる。 ・新出漢字の読みや，語句

の意味について理解しよ

うとする。【知識・技能

の習得】(言語事項)

２ 文章全体の構成を ・文章全体の構成を掴 ・「未来をひらく微生物」 ・「未来をひらく微

本 掴み，四つに分け み，四つにわけるこ の文頭にきている指示語 生物」を，理由を

時 る。 とができる。 や接続語等に着目して， あげながら，四つ

全体を四つにわけている に分けることがで

・四つに分けた理由を説明 きる。

する。【知識・技能の活 【説明】

用】(読むこと)

３ 導入を読む。 ・第一のまとまり(導 ・微生物とは何かや，その ・キーワードや指示

入)から，微生物の 働きについて説明する。 語，接続語等に注

働きを読み取ること 【知識・技能の習得】(読 意しながら，内容

ができる。 むこと) を読み取る。

【要約】

本文を読む。 ・第二のまとまり(本 ・生分解性プラスチック ・キーワードや指示

４ 文）から，二つの具 は，従来のプラスチック 語，接続語等に注

体的な試みのうちの の欠点をどう補っている 意しながら，内容



一つ「環境問題を起 のか説明する。 を読み取る。

こさない製品を作る 【知識・技能の習得】(読 【要約】

試み」について読み むこと)

取ることができ

る。

５ 本文を読む。 ・第三のまとまり(本 ・微生物による環境復元の ・キーワードや指示

文)から，試みの二 二つの方法を説明する。 語，接続語等に注

つめ「微生物による ・わかりやすく伝えるため 意しながら，内容

環境復元の試み」に の，表現の工夫を指摘す を読み取る。

ついて，読み取るこ る。【知識・技能の習 【要約】

とができる。 得】(読むこと)

まとめを読み，文 ・第四のまとまり(ま ・筆者の考えを指摘する。 ・筆者の考えを指摘

６ 章全体の構成を確 とめ)を読み，結論 ・文章全体の構成を，理由 する。

認する。 をまとめることがで 付けて説明する。 ・「未来をひらく微

きる。 【知識・技能の活用】 生物」を，理由を

(読むこと) あげながら適切に

分ける。 【説明】

５ 本時の指導

(１)本時の目標

文章全体の構成を考えながら四つにわけ，理由を述べることができる。

【知識・技能の活用】(読むこと)

(２)評価規準及び具体の評価規準

具体の評価規準
「努力を要する」評価規準
生徒への手だてＡ「十分満足できる」 Ｂ「概ね満足できる」

・「未来をひらく微 「未来をひらく微生物」 「未来ひらく微生物」の， 指示語や接続語の働き

生物」の文頭に来て の，各段落の指示語や接 各段落の指示語や接続語 について復習し，段落

いる指示語や接続語 続語に着目し，又，キー 等に着目しながら，四つ の大きなまとまりを掴

等に着目して，導入 ワードも意識しながら四 に分けることができる。 ませる。

・本文・まとめの四 つに分けることができ 根拠をあげながら，四

つに分ける。 る。 つの分け方を説明でき

・四つの分け方を説 根拠をあげながら，四 る。

明する。 つの分け方をわかりやす

く説明できる。

(３)本時の指導の構想

①指導の構想

「クジラたちの声」で学習したことをふりかえらせながら，大きなまとまりに分けるときには，

指示語や接続語に着目したことを思いださせる。その上で，本教材の文章全体の構成を掴ませたい。

学習シートを用意し，段落番号を書いた付箋紙をはりつける形にすることで，努力を要する生徒達

がいくらかでも興味を持って取り組めるようにする。初めは個で取り組ませるが，理由を考えなが

ら分けさせたい。その後，班毎に話し合わせる。分けた理由も発表できるように準備させる。話し

あった内容を学級で発表するが，違う分け方がでたときは分けた理由の方を大事にしたい。各班の

発表を聞いて，もう一度個にもどして考えさせる。



②言語活動について

一人一人が音読することで，主体的学習者としての意識を持たせたい。

四つに分けた考え方を相手に分かりやすく伝える。又，他の人の発表を聞きながら，自分が分け

たものとの共通点や違いを知る。

理由を考えながら分けることで，接続語や指示語の働きを確認する。

(４)展開

段階 過 程 学習活動 言語活動(☆) 評価(○) 留意点(●) 資料(◇)

導入 前時の確認 1 前時を想起する｡ ●文章を読む上で支障にならないよう,新出漢字
や語句の意味調べ,段落番号を書き入れているか

５分 を確認する｡
課題設定 ２学習課題を確認す

る｡

文章全体の構成をつかもう。

展開 見通しをもつ ３全文を音読する｡ ☆正しく読めているか｡発声,姿勢などは良いか｡

40分 ４文章の構成につい ☆説明的文章を,大きく四つ(導入･本文二つ･まと
て確認し,四つのま め) に分けることを確認する｡
とまりに分ける時の
ポイントについて想 ☆以前の学習で,構成をつかむときにどんな方法
起する｡ を用いたかを,振り返らせる｡(一行あき,接続語,

指示語,事実と筆者の考え等 )

個人追求 ５文章を四つのまと ○指示語や接続語,内容等に注意して,四つのまと
まりに分ける｡ まりに分けることができたか｡

６どのように分けら ☆班毎に話し合うことにより,分け方について各
れるか,班毎に話し 自の考えを深める｡
合う｡ ☆分け方の理由についても,交流させる｡

全体追求 ７全体で話し合い, ☆班毎に,四つの分け方と理由を発表させる｡
構成をとらえる｡
一 ①～④ ●一と二の区切りを見つけさせるために,キーワ

ードに着目して内容の転換に気づかせる｡
二 ⑤～⑫ ●着目させたいキーワード
三 ⑬～⑯ 一｢微生物の働き｣｢地球の掃除｣
四⑰～⑱ 二｢環境問題｣｢環境問題を起こさない製品を作る

試み｣
三｢すでに汚染された環境を微生物の力でもと

に戻す試み｣
四｢環境問題の解決｣｢掃除の役割を果たす微生

物｣
8本時の学習につい ● ⑤段落が導入か，本文か考えが分かれること
てまとめる｡ が予想されるので，その時は教師側から補足説明

する。

終末 9自己評価 自己評価をする｡

５分 10次時の学習内容を 形式段落毎に読み取った後で,４つの段落の要旨
知る｡ をまとめていくことを伝える。


